生活学基礎演習Ⅱ（情）レポート課題
テーマは、必勝おみくじです。

応用情報処理で学んだ必勝おみくじ（omikuji.html）の要求定義は

· 「おみくじを引きます」というメッセージを表示し、ユーザの入力を待ってスタートする。スタートすると、大吉、中吉、小吉、吉、末吉、凶のどれかが表示される。

· 「もう一度おみくじを引きますか？」というメッセージとともに、スタートか終了を選べる。大吉がでるまで、何回でもやり直しができる。
でした。

· JavaScriptで書かれた必勝おみくじ（omikuji.html）を、Perlに翻訳しなさい。

· 可能であれば、自分なりの工夫を要求定義に加え、実装しなさい。


Hint:

JavaScriptの必勝おみくじのソースコードは以下のようだった。
[omikuji.html]
<html>

<head><title>while文</title></head>

<body>

<h2>必勝おみくじ</h2>

<script  type="text/javascript">

var omikuji = new Array('大吉',  '中吉',  '小吉',  '吉',  '末吉',  '凶');

var kuji;  // 0～5のどれか
alert('おみくじを引きます');

var  answer = true;

while(  answer  ){


kuji = Math.floor(Math.random() * 6);


document.write('<h3>' + omikuji[kuji]  + '</h3>');


answer = confirm('もう一度、おみくじを引きますか？');

}

</script>

</body>

</html>

Perlへ翻訳するために、フローチャート（流れ図）で、処理の内容を確認しておこう。

[image: image1]
①　0, 1, 2, …, 5の乱数の発生

JavaScriptでは、

kuji = Math.floor(Math.random() * 6);

であるが、Perlでは、教科書p. 177のrand()関数を使う。小数点以下の切り捨ては、教科書p. 177のint()関数を使う。従って、この部分の翻訳は、
$kuji = int(rand(6))

となる。
②　Javascriptのalert()をPerlへ翻訳

Perlには、alert()とconfirm()に対応する関数はない。キーボードからの入力は、教科書p. 143の説明にあるように、たとえば$str = <STDIN>として変数$strに取り込まれる。ただし、$strには、キーボードからの入力を終了するときに押す[Enter]で改行（\n）が最後に付加されているので、chomp()という関数で最後の改行を削除することが良く行われる。
alert('おみくじを引きます');
のPerlへの翻訳は、以下のようにできる。
print “おみくじを引きます。[Enter]キーを押してください。\n”;
$str = <STDIN>;
③　Javascriptのconfirm()をPerlへ翻訳
answer = confirm('もう一度、おみくじを引きますか？');

のperlへの翻訳は、以下のようにできる。

print “もう一度、おみくじを引きますか？（y/n）\n”;
$str = <STDIN>;

chomp($str);
if( $str eq “y”  ||  $str eq ‘Y’){

$answer = ‘yes’;

}else{


undef($answer);

}

レポートの提出の仕方について

完成したPerlスクリプトファイルと、説明書のWordファイル（目的、実現したこと、感想）をメールに添付して、uchiyama@hokusei.ac.jpに送ること。
締切は1月31日（金）23:59まで。

2年生の履修モデル指定科目について

写真表現
画像データ処理のために必要
情報処理論
コンピュータの原理、仕組みの理解に必要
応用マルチメディア
動画編集、作成、創造的発想の訓練に必要
パフォーマンス
演劇を題材にして、言語に依らない情報発信のあり方を学ぶ。社会人基礎力のコミュニケーション能力の向上に必要
情報収集と検索
データベースの知識を得るのに必要
生活創造専門演習（情）
後期からCGIの勉強に入りたいので、Perlの教科書を遅くとも前期中に終了するのが当面の目標。CGIのついては、Perlに加えて、HTML、JavaScript、CSS、Unixのパーミッション、日本語の文字コード、テキストファイルの改行の違い、FTPによるファイル転送などの知識と技能が必要とされ、それらは必要に応じて学んでいく。
Perl でプログラムを一つ作成すること。


プログラムのテーマについては、最後の授業で指示する。


また、作成したプログラムの説明書として、目的、実現したこと（要求定義）、感想を書いたものを、ワープロ（MS-Word）で作成すること。





開始





配列変数omikujiを('大吉', '中吉', '小吉', '吉', '末吉',  '凶')で初期化








変数kujiを宣言





alert(‘おみくじを引きます’)





変数answerをtrueで初期化
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終了





answerがtrue





0,1,2,3,4,5のどれかをランダムに選んで、変数kujiに代入








omikuji[kuji]をページに表示する





confirm(‘もう一度、おみくじを引きますか？’)








confirmの戻り値をanswerに代入
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